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理学部付属植物園日光分園

日光は植物の種類が多く,本

州中部の代表的な植生もみられ

る。また分園では北半球の温帯

から亜寒帯の植物が裁培可能で

あるが,特にアジア冷温帯の1植

物が多い。日本では数少い施設

であり,植物学の研究と野外実

習などに利用されている。

上 分園事務所および実験室。

右側はコウヤマキ,左佃1はハリ

モミとヒマラヤシーダ。

下 ロックガーデンの整備。

日光は冬期ほとんど積雪がなく

寒さが厳しい。植物を無事越冬

させるため11月 から4月 までロ

ック全体に松葉を30m以上かぶ

せておく。 (写真は久保田秀大

分園主任撮影 )。
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地殻化学実験施設 の発足

本年 4月 から理学部で,地殻化学実験施設が助教

授,助手大々 1名 の定員をもって発足 した。

2年前,田丸理学部長から, “地球物理学教室の

浅田教授をはじめ,文部省の浪1地審議会の委員諸氏

は,大学が地震予知の地球化学的方法の研究に力を

いれることを希望されている。ついては,理学部に

この問題に関する実験施設を設置 したらどうかと思

つている。この計画の検討に参加 してほしい。
″ と

云うか話を久城教授 と共に伺つた。

地震の地球化学的予知 と云うことを,大ざっばに

云えば,地震の前兆を,井戸や湧水等の地下水の状

態・組成,地下からのガスの湧出等の異常から探知

することができる。

すでに,ノ ピエト連邦からは,地下水中のラドン

含量や地下水位の変化が地震と密接な関連性を持つ

て変化 した例が報告されている。中国では,新聞で

も報道されているように,住民による,非常に多岐

にわたる観察報告を地震予知の資料 としている。こ

の中で,地下水の状態は重要項目の一つになってい

る。日本でも,化学教室からこの施設の助教授に就

任された脇田さんの尽力によって,こ の方面の観演1

研究が漸 く旺になつて来ている。

しかし,何故地下数た″ないし数百たπの所で起る地

震に対 し,地表下数十れか らせいぜい 2千 れ位の所

にある地下水が敏感に反応するのであろうか。説明

は種々出ているが,どれも憶演1の域をあまり出てい

ない。また,ど の様な所の,どの様な丼戸や湧水が

この目的に対 して有効かと云うことも,あ まりはつ

きりしていない。

これ等の問題を解明し,役に立つ予知方法を確立

するには,地震そのものを対象 としている地震学 ,

温泉や地下水の研究に伝統を持つている地球化学は

もち論,地殻の構造や構成物質を対象としている地

質学等の各分野のものの見方 と研究の綜合が絶対必

要である。

この様な考えから,地物,化学,地質 3教室から

飯 山 敏 道  (地質 )

学部長に召集された 6人は, “この実験施設には ,

地震の地球化学的予知方法の確立 と云 う使命と共に
,

ここに地球科学各分野の協力の場を育てる使命 もあ

る"こ とを見出し,地殻化学実験施設の名が生れた

のである。

理学部教官各位の御理解により,昨年文部省に提

出された概算要求の中に, この施設を加えて頂き,

今回発足をみるはこびとなつた訳である。この陰に

は,測地審議会委員各位の,所属大学 と云うことを

こえた,御力添えが強力にあつた事 も特記すべき事

である。

この実験施設は,このように,現在の所,地球物

理,化学,地質の 3教室が世話役になってもりあげ

て行 くものである。

協力施設と云 うものは, ともすれは,何のために

存在するのか,その意義に対する認識が当事者達に

もうすれ,存在価値が疑われる様になる運命をたど

る危険をもち易い。

その原因を考えてみると,協力とは名ばか りで,

研究の問題に対する施設当事者の意識 と理解が薄 〈

なり勝ちな事 と,開設当初から間口を広 くとりすぎ,

活動が多岐になり,結局虻蜂 とらずに終る事が多い

様である。

このような弊にかちぃるのをさけるためには, こ

の施設の中心となる活動を充分にしぼ り,その成果

から次第に施設の性格を形成させて行 く事が必要で

ある。

脇田助教授は,地下水や湧出ガスと地震 との関連

にとり組んで,多 くの興味ある成果をあげて居られ

る。これを中核に,関係教室がこれを援助する研究

を行つて,地震予知方法の確立 と理論的 うら附けを

して行 こうと云う事が,設置相談会で話 し合われた。

実験 “施設 "と 名が附くと,建物をすぐ連想する。

しかし,はじめから立派な建物 と種々な装置をとと

のえようと努力 しすぎると, “外観 と設備は立派だ

が,成果の方はどうも・……"と 云う結果になり易い。
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この施設では, この研究 目的に必要 な設備の内,協

力教室内に設置場所が得 られるものは,これを利用

し, どうして も場所が得 られないものについてのみ ,

必要面積を確保 しようと云 う方針を とつている。そ

うは云 うものの,何処 も過密の本郷キャンパス,あ

ちらの部局 ,こ ちらの教室にお願い しているが,頭

の痛 い問題である。

施設発足までのいきさつは,大体上記の様である

が,その活動計画はどうなつているのであろうか。

さきにのべた様に,研究の対象は,地下水及び湧

出ガスである。地震の前兆をよく示す井戸 もあれば ,

そ うでないものもある。叉 ,地下水等の異常から,

地震の前兆を捕えるのであるか ら,観濃1井 の常態を,

地球物理学的観測資料 とにらみ合せて, よく知 つて

おかねばならない。 日本に無数にある井戸について

常時観測を行 うことは,理学部の規模では,た とえ ,

テンメーターを各所に置 けた として も,不可能に近

い。叉 こうする事が必ず しも能率的なことではない。

む しろ脇田助教授に よってガ北は北海道から,南は

兵庫県 にまたがって観測が続けられている30近い地

点を中心に,観測内容の充実を計つて行 く事の方が

有効であると考え られる。

今迄は,脇田さんが殆 ど 1人で,月 1回位の害」で

これ等の地点を廻 り,水位 ,ラ ドン含量 ,水温等の

自記記録 と,試料の採取を行つていた。この施設に

配置 された,助手 1人 の定員 と,協力教室の理解に

よって,こ の仕事の能率は増 し,必要によっては ,

観測地点の増加 と云 うことも,無理 ではなくなつて

来ている。

地震の前兆 となる,地下水に現われる異常 として ,

ラドン含有量の変化が重視 されている。 どの ような

経移でラ ドンが特に とりあげられる様になつたのか ,

正直の所,はつきりしない。一般には,岩石申のウ

ラン, トリウム等の崩壊に よって生 じた ラドンが ,

岩石の結晶粒表面に吸着 された り,粒間の間隙に蓄

積 遂れてお り, これが地震の原因 となる地殻 中の岩

石に生 じた歪に伴 つて放 出され,地下水中に合流す

ると考え られている。この機構が真ならば,ラ ドン

の他に も,も つと有効な元素があるかも知れない。

又測定′点附近の地下を構成 している岩石の種類に よ

つて,こ の目的に有効な元素の種類が変 るか も知れ

ない。事実,ラ ド/の他,ア ルゴン,窒素,ヘ リウ

ム,炭酸 ガス等の気体や,地下水中の微量成分の同

位体比も地震 と関係のある挙動を示すことがあると

云われている。
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第 1図 地下水中のラドン濃度 (エ マン =
lCI Ю OiRn/● water)が地震の前

兆をよく示 した,典型的な例。 (ノ ビエ

ト連邦 タツタン トでの観測。Ulomov
&Mavashev(1971)に よる )

こう考えると,観測対象 となっている地下水の常

態時の諸性質を よくキャラクタライズ してお くこと

も必要である。施設では,今迄脇田さんが,あ ちこ

ちに依頼 して使わせて もらつた り,分析 して もらつ

ていた浪1定のかな りのものを,独 自で行える様にす

る。行 く行 くは,ヘ リウムをはじめ,こ の目的に有

効 と思われる元素の同位体比の研究 も行える様にす

る予定である。

松代地震の時に生 じた断層上のい くつかの地点で
,

炭酸 ガスを含む水の放出があ り,そのあるものでは

ヘ リウムの放 出も著 しかつたことは,脇田さんが昨

年 , この広報で解説された所である。その後脇田助
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教授は,協力者 と共に,こ のヘ リウムの 3He/4He

比が高 く, 4Heの多い,花商岩質岩石中のウラン
,

トリウムから生成されたヘリウムとは考え難いこと

を見出した。彼等はこのことから,松代地域のヘリ

ウムは,地表下40～ 50たπ以深に存在する上部マント

ルで形成された,安山岩質岩漿が,直径 1たπ位の塊

となつて地下の比較的浅い所に上昇 し, この3Heに

富んだヘ リリウムの源になったと推論 している。

この様な推論は,種々な観演1事実 とよく調和 して

いることが大切であるが,そのプロセスを実験的に

再現 して,推定されたことが起 り得る可能性が高い

ことをたしかめてみることも必要である。地表から

30た″内外の深さまでの所に存在する地殻 とその下に

横たわる,上部マン トルに相当する温度,圧力条件

を実験室内で再現 し, この条件下で水 と岩石がどの

様な反応をし,その状態か性質がどの様に変化する

かを調べる事が必要になる。

水 と岩石の両方の性質を観察するのであるから,

既存の装置では,得 られる試料の量が少すぎ,目 的

を達成することが困難である。本年度では,こ の目

的のため,地殻内の諸条件に相当する,最高 1万気

圧の圧力と,1300℃ 迄の温度で大容量の試料を使つ

た実験が出来る設備を充実させる。近い将来には,

diqFiric uprisa

地殻下部からマントル上部の条件に相当する 1万～

4万気圧,最高1600℃ 位迄の条件下での実験設備を

充実させて行 く予定である。

日本は,世界でも屈指の地震国。この有難 くない

めぐり合せと,東京大学をはじめとする,各大学や

各研究機関の努力のかかげで,日 本の地震学は,国

際的に非常に水準の高いものになつている。地震発

生の機構や震源の分布についても,今 日では,かな

りよく解つて来た。

しかし,地震が何時,何処で起るかを知る事につ

いては,仲々その方法が確立 していない。人口過密

な日本にとつて,こ の問題の解決は急務である。地

殻化学実験施設に関連 している教室間の協力が,理

学部各位の御理解に支えられ,その第一 目的を呆す

と共に,その活動範囲を着実に拡げる事が出来る様

に育つて行 くことを希つて止まない。各位の御支援

をお願いする次第である。

叉今後の研究の発展によっては,地物,化学,地

質の3教室以外の教室の御協力をお願いする様にな

る事もあると思われる。その折には, よろしく御高

配を賜 りた〈,今からか願いする次第である。

‐̈
儡鱚可

""申 “

ウムの起源の説明の慨念図。 Wakita et al(1978)よ り。
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古 〈て新 しい物質 ――グラファイトと
その層間化合物

グラファイ トは炭素が層状に結合 して形成 される

結晶で,兄弟分のダイアモン ドの ような派手さは無

いが,鉛筆の心やバンタグラフ等我 々の身近に多用

されているものである。 ところで,物性研究 と言え

ば必ず引合いに出されるグルマニウムやシリコンの

研究が, トランジスタの発明とも相侯 つて,非常な

短期間で精密科学の領域にまで発展 したのに対 し,

グラファイ トは古 〈から知 られていたに も拘 らず ,

その物性研究の進展は遅 々とした ものであった。

(こ の原因は良質のグラファイ トの結晶を得ること

が困難だつたか らで,一時期はセイロン産の天然結

晶が宝の ように扱われた ものであつたが,近年 よう

や 〈物性研究に堪え得る結晶を作ることができるよ

うになつた。 )

また,グ ラファイ トの層間結合 力は大変弱 く(例

えば容易に発開することができる ),その層間に種

々の物質を挿入することができる。 この事 も19世紀

の前半には知 られていた。 この層状構造に特有な反

応は化学者の間では興味を持たれ,我国でも赤松秀

雄先生を中心に先駆的な研究が為されていた。 しか

し物理屋が手を出 し始めたのはせいぜ い20年程前か

らのことである。 (母体 となるグラフアイ トの質が

良 くなつた ことがその一因であろう。 )

ところが,グ ラフアイ トとその層間化合物はここ

数年急に脚光を浴びるようになった。それはエネル

ギー問題 とも関係 していた。つまりこれ らの物質に

は水素が多量に挿入され得 るので水素容器 として使

用する こと,ま た より直接的には,これ らを固体電

池 として応用 しようとい うことである。未だ実用化

の段階にはなつてはいないが,兎 も角米国等ではグ

ラファイ トとその他合物を研究テーマとすれば比較

的容易に研究資金を得ることができるという話であ

る。

さて,純枠なグラフアイ トの物性研究はゆつくり

ではあつたが確実に進歩 してきて,現在では二応満

中 尾 憲 (物理 )

足のゆくものとなつている。それによると約 1万個

の炭素原子当 り1個の電子が種々の物性を支配 して

いる。また同数の電子の抜けた穴 (こ れを正孔 と言

う )も同様の役割 りを持っている。この正孔は電子

の穴であるから電子とは逆の電荷を帯た粒子とも見

徹され,磁場の下では電子と逆の振舞いをするが ,

丁度 10年前にやっと電子と正孔の正 しい役害」りを同

定することができたのであった。

一方,グ ラフアイトの層間に異種物質を挿入する

と,母体のグラファイトとの間で電子の授受が生じ,

その物性は母体とは全 く異なつてしまうのであれが,

この点が系統的に調べられ出したのは最近である。

物性の顕著な変化の例 としては,電気伝導度をあげ

ればよかろう。母体のグラフアイトの電気伝導度は

室温で層方向に 25× 104ρ ■第
一
燿度で,普通の

金属の約20分の 1で あるが,アルカリ金属との層間

化合物ではそれは 2× 105ρ
-1翻-1に

,ま た或る種

の強酸 との化合物では 6x105ρ→m~1に も増大す

る。このように通常の金属 よりも電気伝導性の良い

人工金属が得 られることも注目される原因の一つて

あろう。また,グ ラフアイ ト自身もアルカリ金属自

身も超伝導性は示さないのであるが, グラフアイ ト

・アルカリ金属層間化合物は約 0,15K以 下で超伝導

体になることが最近確認されている。

種々の層間化合物についての統一的理解は未だ得

られていない。物性の理解の第一歩としては,ま ず

電子の取 り得るエネルギー帯構造を知ることが必要

である。我々のグループでは以前からグラフアイ ト

の理論的研究を行なつていたので,それを基に,最

も簡単な構造をした層間化合物 C8K(カ リウムがグ

ラフアイトの全ての層間に規則正 しく入つている化

合物 )に ついてエネルギー帯構造を計算 してみた。

(こ の計算は大学院生井下猛氏が中心になつて行わ

れた。 )図にこの物質のフェルミ面の形を示す。フ

ェルミ面というのは,こ の面内には電子がつまって
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図 1 グラファイ ト・ アルカリ金属層間化

合物 08Kの フェル ミ面

お り,外側は空の状態になつている等 エネルギー面

のことで,金属内電子の持つ最大 エネルギーの状態

が丁度面上の状態である。 このフェル ミ面内の電子

が種 々の物性に関与するのである。図に見 られるよ

うに,フ ェル ミ面は大き く分けて 2種の面か ら成 っ

ている。 1つは六角柱の端にある円柱状の面を 3等

分 した もので,他は中心付近の球状に近い面である。

詳 しく調べると,円柱状の面内の電子状態 はグラフ

ァイ トの性格を受け継いていて,こ の電子はグラフ

ァイ ト層内にのみ運動できるものである。 これは層

間にカリウムが入 つた為にグラフアイ トの層間隔が

拡が り,層 と層 との間の電子の移動が殆んど不可能

になった状態で, 2次元的状態 と言える。一方球状

の面内の状態はカリウムの性格 も強 〈持 つてお り,

等方的な状態である。この ように性格 も次元性 も異

なる 2種類の電子が共存 している点が この物質の特

徴であることが判 ったのであるが, これまで この よ

うな物質は知 られていな く,新 しい物性の舞台を提

供 しているように思われる。

今までの物性研究は,ど ちらか と言えば,ま ず4/8

があ り,それが興味 ある現象を示す ということか ら

出発 していた。 このことは勿論 自然科学の本筋であ

るが,逆に望 ま しい物性を持つ物質を探すこと,或
いは合成することも物質科学の一つの道であろう。

そのための指針が確立 されていない現在 としては,

今まで見過されていた物に光を当てることも必要で

ある。グラファイ ト層間化合物はこの意味で も一つ

の典型 と言えると思われる。

最後に,次元性 という言葉であるが,化学の方か

ら, 1次元や 2次元物質 とは何のことか判 らない と

指摘 された ことがある。物理屋は電子状態が 2次元

的なことを意味 して用いていたのであるが,確かに

実際の物は‐枚の層から出来ているのではないので ,

この指摘 も無理からぬことである。 (勿論,f_R次元

物質 と言つて も低次元の議論を しているつもりはな

いのであるが。)今後新物質の開発 ということは一

層盛んになるであろうし,その為には色々の分野の

人達 との協力が必然 となるから,用語 ,概念の交流

を より進めねばならないと感じている。

地 震 恐 怖 症 候 群

9年間住んだ仙台を離れてこちらの理学部の一員

に加えていただいたのはこの 6月 の始めのことです。

仙台を離れるとき土地の方々が口をそろえて「東京

では地震に気を付ける様に」 と半ば脅迫気味に云つ

て下きいま した。引越 もつつがな く終 り2週間 も経

つか経たない月曜日皆様 も御記憶の通 りの出来事。

いや早速 とは憎 らしや と窓から外を眺めまして も地

理に疎いことで我家の方向す ら一向に要領を得ませ

ん。振れるま 夕ゝ後 す術 もなくただただ視界に火の手

長 澤 信 方 (製 )

の上がるを恐れて目を凝 らしてか りました。ひとと

きののち,無事を幸いと仕事を済 ませて帰宅 して大

仰天O仙台がかな りやられた とか。家族顔を見合せ

て目を自黒 ,日 に浮ぶは引越直前狭い家でやむな く

天丼高 く重い箱を積み上げ,その近 〈で寝起 き して

いた光景 ,万が一きままなみちの くのナマズ様の御

機嫌が少 し早 く変 わつてか られれば, うちの子供の

首 ぐらいポキ リとや られていたか も知れない状況だ

つたのですから。



神戸で生れ京 阪神で育つたせいか今迄幸いに して

地震で恐 ろ しい思いを しないまま,そ して仙台 とい

う土地 も大地震には縁が薄いと地元の人に も云われ

続けたお陰で暫 く忘れていた ものの,実は小さい時

から地震に対 して何 とも云えぬ恐怖感を植付けられ

たある原因がない訳ではあ りません。

大平洋戦争の末期,神戸の大空襲を避けて兵庫県

下のとある地に疎開 していた幼いときのことですが ,

のちに知つた東南海大地震 とや らがあ りま した。幼

児のこととて何のことや ら当時分かることはもとよ

りないに しても,夜中に藁葺の暗い田舎家が長い間

無気味に響 き続け,その生理的恐怖は当時記憶 して

いる恐 ら〈唯一のことではないか とも思 うのです。

のちにそれが地震 とい うものであることを教え られ ,

それにかな りの心理的飛躍を経て,今ではとうとう

「地下鉄嫌い」 という突飛な性癖に発展 して しまつ

てお り,地下鉄 を利用せざるを得ぬ時には,ふ と,

ポンペイで発掘 された苦悶する人体の姿が 目に浮ん

だ りする始末なのです。

この地震恐怖症候群 とも云 うべき難病に とりつか

れた者に とって,さ て次回は ?と なると,近年騒が

れているか話,専問外の者 としてはただただ今回の

様に運を天に任せて難を避けるのみ。 こちらで与え

られた新 らしい研究の場で,学生時代から魅せ られ

近年益 々それが嵩 じてきたかに思われる「光 とは何

だろう」 という夢の問題をめざすかたわら,実験室

の一角 で江戸のナマズ様ならず とも何か うまい生物

?と で も仲良 く暮 らせないものか,毎 日の彼等の立

居振舞か ら天変地異の片鱗で も嗅ぎ付ける術で もみ

つけられないか,そ うすれば この難病 ?も 少 しは軽

くならないか しらと思つた り, もう少 し真面 目な話

として,東北大学での被害を耳にするにつけて もそ

れが後 日お金でなん とかなることならともか く,貴

重な試料 とかデータとかそれに伴 なう学生諸君の将

来への影響 とかを想 う時, この難病持ちが迂遠な余

技を磨 くのも役に立つこともあ りそうな……とも思

つた りいた してお ります。

殊の外暑さの厳 しい終戦記念日に記す

しば らくア メ リカに暮 して

この度 3月 よりはか らず も植物学教室でお世話に

なることにな りま した。東 も西 もわか らない状態な

ので皆様方の御指導・御鞭撻をお願いいた します。

今までやっていま した仕事の事 , これか らのことに

ついては他に御紹介する機会 もあろ うか と思います

ので, この 2月 まで 4年間滞在 していたアメリカで

の生活 の折々に感じた事の うち社会の変動,特に結

婚形態の遷移について御紹介 したい と思います。

◇

最初Ntt York州の片田合の,00rnell大学の

あるイサカ (Ithaca)で 2年半過ごし, そ の後

Ntt York市公衆衛生研究所に勤めるため悪名高

い New York市 で 1年半生活 しま した。初めの 2

年位は日本での生活 とあちらでの生活 を比較する際

その相違点に専 ら目が向きあれ も違 うこれ も違 うと

い う印象 を蓄積 していつた ように思います。あとの

笠 原  弘 道  (植物 )

2年はそれ とも逆に,類似点を捜 し求 め,外観はち

が うがあれ も同 じこれ も同じと人間みな同じとい う

印象を強めていつた ように思います。

Elvis Presleyが 42才の生涯をとじたことを

聞いたのは,そんな後半のある日で した。丁度今年

の東京の夏の ように暑さが とりわけ厳 しく,N ew
York中蒸 し風呂に入つているような,奇妙に今で

もよく思いだせる日で した。昨年の 8月 16日 で した。

その日はテレビ。ラジオ,特に 10calの ラジオ局

は 1日 中彼の曲を流 していま した。次の日新聞を見

ておやつと思つた ことがあります。

“1956年の春にHeartbreak Hotelで デ ピュ

ーしてその Ieather jacketと aggressive

undul atiOnで 一世を風靡 した。 "と 書かれてい

る移さに `` pushing sex into the conscious―

ness long before the  sexual revolu―



tion"と あつたからです。 beforeに ]|っ かかっ

たわけです。その後さらに当時のエピノー ドを紹介

していま した。

Ed Sullivan Showと い う初期のテレビショ

ーで彼が出演 した際は上半身だけしか写 さなかつた

とか,南部で彼が公演 した際その町のSheriffが

不穏当な動作をすればただちに逮捕 出来 るよう一番

前でがんばつていたことなど記されていま した。そ

れまでは社会 の変化が日本に比べはるかにゆるやか

で世代間の異和感があるなどとは感じていなかつた

わけですが,その時になつてこれはすごい変化が短

期間に起 こつていると気がついた訳です。そのうち

新聞に図 1の ような統計を見て納得 しま した。30才

までの人は 6害」か ら8害」の人が同棲を許容するのに

対 し65才 以上では逆に 7割か ら9割が認めないわけ

ですか らその割合が丁度逆転 しています。

図 1

To■erance of LInmarriea oOllp■ es Living Together

(Percent saying it is〃 O K ″Or that it
″dOosnit matter.〃 )

18-29    30-44    45-64    6"∽ rs
years 。ld    years Old    years o■d    and older

The New York Tines/■ oヾv.28, 1977

社会の変化について言えば離婚が大 きな問題 とな

ります。離婚率が この10年間に 2倍 にな り,1975年

に離婚 した人は全人口 215× 106人 当 り,10X106

人で,結婚 している人 1,000人 につき75人 とな り,

た とえ この割合のままだ と仮定 して も現在25-35才

の間で結婚 している人の 3人に 1人はいつかは離婚

することになるようです。職業でみればいわゆるイ

ンテリ層が高 く,人づてに聞いた話で信頼性はない

のですが Cali fornia州立大学のあるBerkeley

では同じ人が何回 も離婚するため離婚率 100%と い

う話 もあ ります。あるいはそれに近いことが起 こっ

ているか と思わせるデータとしては,再婚の定着率

が悪 (1976年 の統計で40%が再び離婚に終ることが

あげ られます。

その社会全体に与える影響は容易に想像がつ くよ

うにかな り強いものがあり最大の余波をうけるのが

子供の ようです。現在 18才以下の子供の 3人に 1人

(33%)は両親がそろつてな く,そのlLI向 はさらに

増大 し, この10年 の間に生れた子供 のうち 5人に 2

人は片親のいない子供時代を送 らねばならないよう

です。

さて離婚率の上昇 して来た原因 として様々のもの

が上げ られて来ているようです。宗教的 。社会的規

範の崩壊,ヴ ェトナム戦争以後のシラけた社会,女

性の社会への進出で離婚を成 り立たせる経済的・社

会的基盤が出来上がつて来たことなどで,その内女

性の家庭からの脱 出が一番大 きな要因とみ られてい

るようです。学齢期の子供を持つ母親の半数以上が

家庭の外に働 きに出ていて, 3才以下の子供 を持つ

母親において も3分の 1は外で働いているのが現状

です。又 , 1家庭あた りの子供の数 も38人 (1957

人から204A(1976年 )ま で下がつて来ています。

結婚 も年令が上が り率 も下がつて20-24才の女性で

未婚者は28%(1960)か ら43%(1976)と 上が り25

-29才では105.%(1970)か ら15%(1976)に なつ

ています。それに伴 ない同棲 している人 の数がふえ

1.3× 106人 と,全人 口の 0.6%と なつてほぼ 1年

に離婚する人 と同じです。結果 として想像されるよ

うに結婚関係に よらない出生 (11legitimate birth)

が増大 し,自 人で全出生の15%程度,黒人では50%

以上 とこれ叉 10年で倍増 しています。

この傾向がどこまで続 くか とい うことですが,離

婚率についてみれば変化率はすでに1975年が頂点で

すでに先が見えた という意見が多いようです。叉 ,

Respondents vho do not
know such couples
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皮肉 といえばいえないことはないのですが,若い世

代にアンケー トをとつて出て 〈る回答は happy

marriageを望む人が圧倒的なようです。

さて日本でこの傾向が どこまで浸透するか大きな

問題 となつて くるわけですが,社会市1度 も歴史 もち

がいなかなか という感じもする一方,女性が職業を

持つ傾向の増大 とか,こ の夏の若い女性のファッシ

ョンなどせいぜい 1-2年遅れ という感じもあ りま

すので案外早いスピー ドで変化するか も知れない と

思われる要因 も感 じられます。識者の御意見をか伺

い したいものです。

(こ こであげた数字は主 としてCensus Bureau

の Data Book又はNew York Times 12/31/

76, 5/7/77, 8/′ 17/77, 11//27/77, 11//28/77,

5/28/77の記事に よりま した。 )

ニー ス天 文 台滞 在記

昨年10月 より 1年の予定でフランスのニースに滞

在 している。その間に見聞きした事であま り肩のこ

らない話を二,三書いて,最後に私 自身の行 なつて

いる研究に簡単にふれたい。ニースはいわゆる世界

の観光地 コー トグジュール (紺碧海岸 )の 申心地で ,

天文台はこのニースの町の東端標高 300れ の山の上

にあ り,前方はニースの町 と地中海を見おろし後方

は雪を頂 〈アルプスの山々が見渡される景勝の地に

ある。この天文台は もとは ビシ ョップハイムとい う

大金持が19世紀末に個人で建てた天文台で彼の死後

パ リ大学に寄贈 されたが,その後長い間細々としか

活動 していない状態にあった ものを,1965年にニー

スに大学が出来たのを機会に,パ リなどか ら多 くの

研究者を集め, ニース大学 附属天文台 として再出発

したもので,現在約百人程の職員が働いている。

ニースの町は長 く美 しい海岸を持 ち,フ ェニック

スをはじめ亜熱帯性植物にふちどられた この海岸沿

いの道路 は「英国人の散歩道」 と言 うしゃれた名前

がつけられている。 ニースの海岸 とい うと,自砂 の

浜辺を想像するか もしれないが,実際はこぶ し大の

石がごろごろしていてあま り海水浴にはむいていな

い感 じである。 とはいつて もこちらの人の海の楽 し

み方は よく知 られているように,海に入るのはほん

の申し腕程度で,さ れいに日焼 けするよう体にォイ

ルを塗 り,日 がな浜辺で甲羅干 しを して過すわけで

ある。海辺でのフアッシ ョンは日本に くらべてずつ

と開放的で ビキニをはじめ,いわゆる トップレス姿

尾 崎 洋 二 (天文 )

もめず らしくな 〈,私達の目を楽 しませて くれ る。

ニースからは車で30分 あま りでモナコ, カンヌなど

の町 々に行ける。

天文台は山の上にあるので車なしては過 されない

のだが, このあた りの人の車の運転は大変乱暴で
,

私の車の場合 もすでに三度 もほかの車にぶつけられ

て しまつた。実際ニースの町角に立つて行 き交 う車

をながめて見 ると,無傷の車は少な〈前や横がペチ

ャンコになった車が一杯走 つている。無謀運転の原

因だが, ラテン系の荒つぼ さか,車の運転 も強引で

なかなか譲らないことで,例えば交差点などで四方

向か ら車が入つて しまつて動けなくなつて しまう事

などよくみかける。叉,こ ちらの人はかしゃべ り好

きの ようで,お しゃべ りに熱中 して運転の方がおろ

そかになるとい う事 も考え られる。実際 こちらの人

の車に乗せて もらつた時のことだが,ハ ン ドルか ら

両手をはな して身振 り手振 りをまじえて話すので見

ていて,は らはらした経験 もある。

ユース天文台での研究生活であるが,ま ず印象的

なのはキュー リー夫人のお国柄のせいか女性の研究

者が多い事で,研究者の 3～ 4割は女性で占められ

ている感す らする。叉, 日本やアメリカの場合,次
々に論文をパブリシュしなければ といったプレッシ

ャが強いが,フ ランスの研究者は一般にゆつた りと

人生を楽 しみなが ら仕事を している感じがする。一

番 よい例がパカンスで夏のパカンスの話は よ〈知 ら

れているが,それ以外にも冬休み (ク リスマス休暇 )



や春休み (イ ースター体暇 )も ,ば つち り休みを取

る。逆に言えばバカンスにおわれて,な かなか落着

いて研究出来 ないのではないか と余計な心配を した

〈なる。ニース天文台の場合い くつかの研究 グルー

プにわかれていて,研究者はいずれかの研究 グルー

プに属するようになつている。一般にグループでま

とまつて共同研究することが多いようで,私の場合

も現在私の属 しているグループの人達 と一緒に仕事

を している。

最後に私の専間の研究について簡単 に紹介 したい。

恒星の中には脈動変光星 といつて星 自身が一定の周

期で膨脹 した り収縮 した りするために明るさが変わ

る星がある。 これは恒星の固有振動で説明されるが ,

私はこの ような脈動変光星がなぜ脈動するのか とい

う脈動励起機構 を探つた り,叉 , この脈動現象を使

つて恒星の内部構造が どの ようになつているかを調

べるといつた研究 も行なっている。ニース天文台で

は特に最近になつて開かれた太陽の振動学 (solar

seismology)と い う研究を行 なつている。太陽

の表面が約 5分の周期で上下振動 していることが今

から18年程前に発見 され, この現象は太陽の “5分

振動 "と呼ばれている。 この 5分振動を説明 しよう

とするモデル もこれ液でい 〈つか提案 されたが,い

<学部 消息>

ずれ も決定打になるまでには至 らずにいた。 しか し

1975年 に ドイツの ドイブナーは高時間空間分解能の

精密観測により, この 5分振動をい くつかのモー ド

に分離す ることに成功 した。丁度時を同じくして現

在東京天文台にいる安藤裕康 さん と私が行なった太

陽の対流層に閉込められた音波の固有振動の理論計

算の予測 とドイブナーの観演1のパターンとがみごと

に一致 して,現在ではこの 5分振動は太陽の音波の

固有振動 とするモデルが確立するに至つた。 5分振

動が太陽の固有振動であることがはっきりすると,

地球の内部構造 を探るのに地震波が使えるように ,

5分振動を使 つて太陽の直接見ることの出来ない内

部構造を探ることが可能になる。 この ような研究が

太陽の振動学である。 5分振動の場合 あま り太陽の

内部深 くまで入 らないので太陽の中心近 くを探るの

には使えないが,それでも理論的にまだ不確実な所

のある太陽対流層の構造を探 った り,太陽の自転速

度の深さに よる変化などを調べることなどが可能で

ある。又観測的にはまだ確立 されていないが,周期

1時間程度のグローバルな太陽振動 もあるという話

もあ り, もし事実 とすれば 5分振動 よりももつと太

陽の深 い層を探 る可能性 も開けて くる。

(1)6月 8日 ,院生大会当 日の休講措置につい

て,当 日講議が行われた教室があり休講措置を徹底

して欲 しいとの院生 よりの要求があつた。 これに対

し,理系委員長 より休講措置 として,各専門課程の

主任に,休講措置に協力 して欲 しい旨の通知を配布

した し,大かたの協力は得た ものの今回単位取得科

日の授業が行われた ところが あつた。 しか し最終的

には非常勤講師その他の都合があり得るので担当教

官にまかせざる得ないとの回答があった。

/挙
理系研究科委員長 と院生 自治会代表 との間の「理

系交渉」は, 6月12:き杢 )午後 5時 より9時まF,
一号館理学部会議室にて開催された。出席者は次の

通 り。

理系研究科側 :田丸委員長,江上 。西島両評議員 ,

藤井奨学金委員長,猪飼全学大学院学生委員

院生自治会側 :露木委員長,岩崎 (会計 ),酒泉

(渉外 ),中沢 (書記 ),小泉 ,西原,岸

交渉 の内容

I 緊急要求事項

理系研究科委員長 と院生 自治会の交渉

/生」妻暴察377膠.瑾墓進墨懃歩浄「[
―-10-



則的には自治会費でまかなう筋のものではあるが,

不用の輪転機で使用可能なものを自治会へわろすこ

とがあり得るここ,ま た椅子,机 などの整備につい

輸―鷺曇f動量『亀彗≧
入学料授業料が今後値上げされないよう関係各機

関に働 きかけて欲 しいとの要望に対 し,理系委員長

は,入学料授業料に関 しては国大協一本にまとめて

強 く要求 していると回答 した。奨学金について貸与

額の引上げ,修士課程への貸与率の増加,内示制の

廃止 ,免除職拡大,その他の要望があつた。 これに

対 し奨学委員長 より内示制 については,枠に とらわ

れず適格者全員を育英会に提出 していること,今年

度の博士課程の採用状況は未だ明 らかでない旨,回

答があつた。更に「アルバイ トの常勤 。非常勤証明」

は予備校の講師の場合は不必要であ り,事務上の手

落 ちがあつた, しか し「既婚者の親の収入証明」は

公平を期するため必要 なものであると回答 した。院

生 より駒場の課程の院生が,本郷 に奨学金の証明手

続をすることが不便であるので検討 して欲 しいとの

希望に対 して理系委員長 より委任状を用いれば実際

上駒場で簡単に手続できることにはなつているが更

に調べてみる旨回答があつた。

Ⅲ 研究条件の改善について

(1)研究費  校費を増額する努力,講座市1,

学科 目制の格差是正への努力等の要望に対 し,理系

委員長はいろいろな方法で努力中であること,又従

来学科 目制であつた駒場の課程は,大講座制に移行

し,予算面での水準が上が るであろう旨回答があつ

た。また基準的研究費に対する科研費の比率は

484FE亀     49      50      51      52

52%    54%   66%   70%   67%

と増大 しつつある旨説明があつた。

(2)研究旅費  この費日化の要求,フ ィール

ド調査を学内措置で援助すること,お よび学生実地

指導旅費の増額概算要求せ よとの要望があつた。理

系委員長は, これは長年 の問題でいろいろの手をつ

くしてはいるが実現の見込みがないので学部 として

マイクロバスなどの形で援助 している。費 日化要求

は しない,学生実地指導旅費の形に よる援助はかの

ずから限度がある旨回答 した。

θ  コピーについて  外部の専門課程や学部

図書室の図書をその場でコピーできるように して欲

しい,ま た コピーが無料で とれる ように して欲 しい

との要望が出された。理系委員長は,第 1の要求に

対 しては,教官からの希望 もあり検討する,第 2の

件については,一律に扱 うことは困難であるが要望

は伝えてお くと回答 した。

(41 安全管理  特別健康診断についての要望

と,廃棄物処理施設についての質問があつた。それ

に対 し理系委員長は,健康診断については,化学で

はやつているものの相関では行なわれていないとの

ことなので検討する。後者の施設は今後安全教育に

も利用できる様にする計画であると説明があつた。

Ⅳ 建 物 問 題

2号館改修について引越の具体的 日程を知 らせて

欲 しい,その予算措置についての要望が出された。

これに対 し立川移転,赤煉瓦問題にか らみ, 2号館

にも予算が大巾に削減されていること,そのため理

学部全体の予算から多額の援助を受けた旨回答があ

った。

動物発生生理の院生から,壁その他の内装の不備 ,

講座間の不均衡 について不満が出され,理系委員長

として視察 して欲 しい,又十分な予算をつけて欲 し

いとの要望書が提出された。それに対 して理系委員

長は,すでに視察は行つた,不備は十分承知 してお

り,教官側からも不満が出ている。このため現在学

部 としては,ま だ第 1期工事の完成を認めてひき渡

しを うけることをせずに交渉中である。また第 2期

工事の十分な予算確保に努力するが,不均衡の解消

を計れるかどうかは予算の額に よる旨回答 した。

院生 より駒場第 3, 4本館に院生の部屋を置いて

欲 しい との希望があ り,理系委員長 として,教養学

部に要望を伝えると回答があつた。

V OD問 題

OD研究生の待遇について種々の要望が院生 より

出された。 これに対 し理系委員長 より,OD問 題は

需要 と供給の関係で決るのであり,現在はきびしい

がいずれ もつと緩和 されるであろうとい う見解が述

べられた。またOD研究生に対 して独立 した規定を

設けることは,検討を したことはあるがいろいろ間

題があると思われる。通学定期,学害」の発行は全学



的に学生部に任せており,その要望については繰 り

返 し伝えてある。この種の問題は理系だけで動 く筋

のものではないと考える。OD問題調査は物理系で

は行つているし各専門課程なりの問題の把握はして

いる。専門課程により事情もことなるし,理系全体

として行うのは積極的でない,と の回答があった。

Ⅵ 創立 100年事業

この件について院生より種々の質問と要望がださ

れた。理系委員長は,研究条件の改善を百億円募金

に依存しても,それによって文教政策における政府

の責任を軽減することに直結するとは思われない
,

また この募金によって紐つきになるとも考えていな

い。従つて理系委員長は記念事業募金に非協力の確

認はできない と回答があった。

Ⅶ 改 革 問 題

欧 学総合計画委員会」 陥 合大学院構想」 阻

学部将来計画」について,質問が院生 より出された。

これに対 し江上評議員 より「大学院総合計画委員会」

は,総合大学院の設置を前提 とせず,月 1回 ぐらい

の会合が行われ,来春その中間報告が出される予定

であると回答があつた。また理系委員長 より理学部

として も,大学院教育はいかにあるべきか という問

題をかかげて研究教育体制を再検討する懇談会を設

置 し,独 自にあ り得べき将来像を論 じているとの説

明が行われた。

教 授 会

6月 21日 (水 )午後 1時3おより定例教授会

前 回 議 事 承認

人事異動等報告

人事委員会報告

会計委員会報告

教務委員会報告

そ の 他

7月 19日 (水 )午後 1時3(冷より定例教授会

前 回 議事 承認

人事異動等報告

日本学術振興会奨励研究員の受入れについて

人事委員会報告

会計委員会報告

そ の 他

モ

1

2

3

4

5

6.

〔講師以上 〕

所属  官職

情 報  助教授

化 学  講 師

化 学  講 師

化 学  講 師

物 理  助 手

素粒子  助教授

氏   名  発令年月日

国 井 利 泰  53.61

脇 田   宏  53.6.1

池 本   勲  53 6 1

奈良坂 紘 - 53 6 1

長 澤 信 方 53.61

木 村 嘉 孝 53.715

1

2

3.

4.

5

6

動異事人

異 動 内 容

教育職01等級 (東京大学教授理学部 )

に昇任

教育職02等級 (東京大学助教授理学
部附属地殻化学実験施設 )に 昇任

教育職02等級 (東京大学助教授理学
部附属分光化学 センター )に 昇任

教育職02等級 (東京大学助教授理学
部 )に昇任

教育職03等級 (東京大学講師理学部 )

に昇任

東京大学助教授理学部附属素粒子物理
学国際協力施設の併任解除

-12-
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所属  官職   氏   名

物 理 助 手 永 嶺 謙 忠

素粒子  助教授  蟻 り‖ 達 男

地物研  助 手  」ヽ り‖ 利 紘

化 学  助 手  近 藤   保

異 動 内 容   備  考

教育職02等級 (東京大学助教授理学
部附属中間子料学実験施設 )に昇任

量目藤雷男諮装骨言程
附属素粒子物理 東京農工大学

教育職り2等級 (東京大学助教授理学
部附属地球物理研究施設 )に昇任

整夏樫
03等級 (東京大学講腿 割 )

発倍 月日

53. 7.16

53. 8. 1

53. 8.16

53. 8,16

備名

典

士

士心

一

一

新

一
一

孝

剛

靖

研

洋

恵

裕

氏

井

村

邊

海

塚

田

村

松

山

渡

内

大

丸

中

コ
餓　　　　　　　　　　帥婢

咋鵬慟はいいい向］・

〔―司股環雌ミ〕

所属  官職

化 学  事務官

物 理

地 質

物 理  技 官

数 学  事務官

申 央  事務官

物 理

数 学

物 理  事務官

中 央 事務官

中 央 事務官

物 理

氏   名

田 上 多佳子

荒 井 正 男

谷   ゆ き

大 村 のり子

藤 野 順 子

松 原 嘉 多

大河内 慶 子

安 室 早 古

和 田 精 子

一 條  功

鈴 木 利 次

石 村 恵 子

発笹 月 日

5‐3. 6.  1

53. 7. 1

53, 7. 1

53. 7.  1

53. 7. 1

53` 7.16

5‐3. 8  1

53, 8  1

53. 8  1

53. 8  1

発令年月日

53. 61 1

53.6.1

53. 6. 1

53. 6,301

53. 6.3o‐

53, 7. 1

53  7.  1

53. 7. 1

53. 8.31

513. 91  1

53. 9. 1

53. 9. 1

放射線医学総合
研究所から

計量研究所から‐

字宙研から

異  動  内

助手に採用

助手に採用

助手に採用

助
‐
手に採用

助手に採用

助手に採用

助手に採用

助手に採用

助手に採用

国立公害研究所に転任

異  動  内

化学科事務主任に昇任

文部技官に採用

文部事務官に転任

辞 職

辞 職

経理掛主任に昇任

文部事務官に採用

文部事務官に採用

辞 職

字宙航空研究所に配置換

人事掛主任に昇任

文部事務官に採用

哉

俊

力

浅橋

藤

山

小

佐

福手助

学

類

学

化

人

化

考

―-13-



外 国 人 客 員 研 究 員

所属   国 籍

化 学  アメリカ

化 学  カ ナ ダ

数 学  フランス

ftA
$eyryrour H.Koenig

Mal com Bersohn

B,eymond Gerard

現     職

1・ BoM Thomas JoWatson
研究所

トロント大学教授

Strasbourgブて物 授

研 究 期 間

53 10. 1-53.12 30

53. 7. 1～ 53  8 31

53. 7 11-53.10 31

6月 海 外 渡 航 者

所属   官職

生 化  教 授

臨 海 教 授

臨 海 教 授

人 類 助 手

動 物 教 授

地 理  助教授

物 理  FJJ 手

物 理 教 授

生 化  助 手

化 学  教 授

生 化  助 手

物 理 講 師

化 学 助 手

漱粒子  助教授

氏  名

野 田 春 彦

小 林 英 司

小 林 英 司

丹 野  正

水 野 丈 夫

小 堀  巌

若 林 健 之

有 馬 朗 人

福 田 昭 男

田 丸 謙 二

高 橋 征 三

遠 山 濶 志

本  健

田 作 衛

渡 航 先 国

チェコスロハ打
ス  イ  ス

ドイ刺 禾口国
ドイツ民主共和国

ォ ラ ン グ
フ ラ ン ス

ケ  ニ  ア

連 合 王 国

シ  リ  ア

ア ル ジ ェ リア

ア メリカ合衆国

イ タ リ ア

カ  ナ  グ
アメ リカ合衆国

アメリカ合衆国

ォ  ラ ン グ
フ ラ ン ス

アメリカ合衆国

アメ リカ合衆国

ア メリカ合 衆国

ドイ巧島椰共昭国

渡航 期間

6. 3～ 6 22

6 2～ 615

6.17～ 6 30

6 16^‐ 12 20

6 3～ 8 5

6 25～ 9 15

6.17-7. 2

6  2～ 6 30

6. 1～ 6 9

6.30～ 8 11

6  1

～ 54 5 31

612～ 911

6 1
～ 54 5 31

6 14

～ 54 6.13

官

　

山

渡  航  目  的

進化の主題「自然淘汰」に関する国際
シンポジウ

^出
席お よび生物化学に関

する研究連絡のため

第 17回 国際鳥学会出席お よび生物学の

共同研究打合せのため

第 8回 国際比較内分泌 シンポジウム出
席お よび魚類生理学の研究連絡のため

タニア1ヒ部乾燥地域にかける遊牧民 ,

農牧民の生態人類学的研究のため

前立腺誘導機構の器官培養法に よる研
究のため

旧大陸乾燥地帯におけるフォガラ涵養
ォアシスの比較調査 のため

筋収縮 に関するゴー ド/会議出席お よ

び生物物理学に関する調査研究のため

核物理学 におけるボーズ粒子の相互作
用についての会議 ,核構造 と核反応の
クラスター的倶1面に関する第 3回国際
会議出席および原子核構造の研究のた
め

コーロパクターの細胞周期 と遺伝子発
現に関す る研究連絡のため

触媒国際学会出席お よび触媒作用に関
する研究のため

ヘムタンパク質の構造 と機能の研究の

ため

プラズマ物理学の研究お よび IAEAプ
ラズマ物理 と制御 核融合国際会議出
席のため

分子状酸素を利用する銅 タンパク質の

合成 モデルの研究のため

国際協同実験 (TADE)に よる高エネ
ルギー物理実験のため



7月 海 外 渡 航 者

所属  官職

植 物 助 手

学 教 授 向 山 光 昭

球  助教授 河 野  長
理

人 類 助教授 尾 本 恵 市

化 学 助 手 巻 出 義 紘

情 報 教 授 国 井 利 泰

人 類 教 授

植物園 助教授

化 学 教 授

渡 邊 直 経 イ ン ドネ ツア

地物研  助 手  林  幹 治  カ

物 理 助 手 池 畑 誠一郎

植 物 教 授 古 谷 雅 樹

グ   7. 1-9 30

連 合 王 国 7.29～ 9.16
Mツ連邦共和国

フ ラ ン ス 7.15～ 88
アメ リカ合衆国

フ ラ ン ス  7.25～ 8 6
アメリカ合衆国

アメリカ合衆国  7.13～ 820

アメリカ合衆国  7.30～ 9.11

渡  航  目  的

光形態形成の初期過程に関する研究の
ため

有機合成化学に関する調査研究のため

国際地球深部掘削計画 (IPOD)Leg
55ポ ス トクルーズ ミーティング出席
及び研究連絡のため

ジャワ含人類化石層に関する研究のた
め

国際マメ科植物会議出席のため

国際結晶学連盟理事会,第 11回 国際結
晶学会議お よび「非結晶物質の回折」
に関するサマースクールに出席のため

国際磁気圏観測計画 (IMS)に 基 く共
同観測お よび超高層大気物理学に関す
る研究連絡のため

金属 。非金属転移に関する研究お よび
第 14回 国際半導体会議出席のため

開花生理に関する国際シンポジウム出
席および植物生理学に関する研究連絡
のため

国際血液学会 シンポジウム出席お よび
人類学研究連絡のため

大気中微量化合物の挙動に関する日米
協同研究のため

ソフ トウエア・ エンジニア リングの研
究 ,学術討論お よびその教育への応用
の調査のため

地球内部物理学に関する研究のため

代数的位相幾何学 シンポジウム,国際
数学者会議出席お よび位相幾何学に関
する研究連絡のため

立体化学に関するゴー ドン会議出席の
ため

名
」

氏

田禾

渡 航 先 国

アメリカ合衆国

オーストラリア

アメリカ合衆国

渡航 期 間

7 15-11 14

7. 5～ 8 27

7.30～ 8.16

7  3-10, 2

7.22～ 7 31

7.30～ 8.21

化

地
物

国

ド

一

王
　
ン
リ

ラ
ガ

合
　
・
ン

連

ポ

ハ

好

一二

広

耕

橋

津

大

朽

教

　

教

球
理

学

地
物

数

竹 内  均

服 部 品 夫

化 学 教 授 大 木 道 則

タ ン ザ ニ ア  7.29～ 87
セイシェルズ姑制国

卜`イ郷 共和国  7.28-827
フランス,デン
マーク,フ ィン

ラン ド

アメリカ合衆国  7.16～ 7.24

所属  官職

数 学  助教授

化 学 助 手

8月 海 外 渡 航 者

渡 航 先 国   渡航期間

フ ィン ラ ン ド 8、 13～ 8.25

アメリカ合衆国  8 4～ 9 7

ギ リ ツ ャ 818～ 9 1

渡  航  目  的

国際数学者会議に出席のため

ゴー ドンコンファレンス出席お よび化
学反応学の研究のため

生体分子の赤外 ラマン分光学に関する

研究集会 出席かよび生体構造化学に関
する研究のため

郎

保

名

卓

氏

谷

藤

新

近

化 学 教 授 田 隅 三 生

-15-―



所属   官職   氏  名

鉱 物 教 授 竹 内 慶 夫

球 助 手 兼 岡 一 郎
理

数 学  教 授  藤 田  宏  アメリカ合衆国

渡  航  目  的

第 11回 国際結晶学会出席及び結晶学の

研究連絡のため

国際地球年代学・宇宙年代学 。同位体
地質学会議,ア メリカ地球物理連合秋
季大会出席お よび同位地球科学の研究
のため

天体物理学に関する講義および研究連
絡のため

スコティシュ・ サマースクール,第 14

回半導体国際会議本 会議及び同サテラ
イ ト会議 出席のため

中間子に よる原子核 。物性の研究のた
め

オース トラリア分光学会議,オ ース ト
ラリア電子分光学会議に出席お よび物
理化学に関する研究連絡のため

有限要素法の工学諸分野への応用に関
する日米 セミナー本会議出席お よび応
用解析学の研究連絡のため

中間子科学の研究連絡のため

中間子に よる原子核物性の研究のため

第 15回低温物理国際会議出席のため

国際植物組織培養会議出席及び植物生
理学に関する研究連絡及び講演のため

第 14回 国際遺伝学会議に出席のため

第 3回 バイオンォロジー国際会議出席
お よび生体膜の物性に関する研究連絡
のため

「宇宙化学 と生命の起源」討論会に出
席のため

高磁場中の固体 とプラズマに関する国
際会議 出席のため

ネグリト族の集団遺伝学的調査 (第二
次 )のため

第 4回 国際地球宇宙年代学お よび同位
体比地球科学会議出席および地球年代
学に関する調査研究 のため

腫 イオン科学」国際学校出席お よび
中間エネルギー核物理学 の研究のため

第 14回国際半導体会議出席お よび日仏
合同セミナーに関する打ち合わせのた
め

渡 航 先 国

ポ ー ラ ン ド
M´塵邦共和国

アメリカ合衆国

渡航期間

8  2-8 20

8 15-12 15地

物

天 文  教 授  海 野 和 三 郎

物 理  助教授  上 村  洸

物 理 教 授 山 崎 敏 光

化 学 教 授 黒 田 晴 雄

中華人民共禾口国

連 合 王 国

カ  ナ  ダ
アメリカ合衆国

オース トラリア

8, 15～ 8 29

8 5～ 917

8 1～ 815

8 5～ 9 6

8 5～ 818

8.23-8,30

8 15-9 15

8 19～ 9  5

8 16-9 17

8 20～ 8 31

8 26-9. 6

8. 4～ 814

8  1-9 30

821～ 9.19

818～ 9 1

理
　
理

物

物

理

物

物

植

物

理

植

物

教 授 山 崎 敏 光

助教授  永 嶺 謙 忠

助教授 小 林 俊 一

助教授  駒 嶺  穆

教 授 飯 野 徹 雄

助 手 坂 西 明 郎

生 化 教 授 野 田 春 彦

物 理 講 師 三 須

人  類 助教授 尾 本 恵 市

教 授 小 嶋  稔

ス  イ  ス

カ  ナ  ダ
アメ リカ合衆 国
ス  イ  ス

フ ラ ン ス

カ  ナ  グ
アメリカ合衆国
メ キ ン コ

連 合 王 国

ノ ピエ ト連 邦

ア メリカ合衆国

連 合 王 国

アメ リカ合衆国

フ ィ リ ピ ン

アメリカ合衆国
カ  ナ  ダ

球
理

地
物

物 理 教 授 有 馬 朗 人 ル ー マ ニ ア 821～ 919
ス  イ  ス

Mツ連邦共和国

物 理 教 授 佐 々 木 亘 連 合 王 国 828～ 913
フ ラ ン ス

編 集 :平川浩正 (物理 )内線 3314,

田隅三生 (化学 )内線 3148,

飯高 茂 (数学 )内線3205,

鈴木秀夫 (地理 )内線3288,

小平桂― (天文 )内線 4341,

2619




